Investigation about the requirements for nurses who support preceptors of new nurses : Focus on the deference among their positions in hospitals by 和住, 淑子 et al.
千葉大学看護学部紀要　第３２号
－1－
要　旨
　先行研究では、新人看護師のプリセプターを支援する者（以下プリセプター支援者とする）に必要
とされる能力・資質２４項目が明らかになっている。本研究の目的は、これらの能力が、実際のプリセ
プター支援においてどの程度求められ、どの程度実施できているかについて全国調査を行い、プリセ
プター支援者の背景（職位）によるちがいを明かにすることで、プリセプター支援者育成プログラム
を開発する上での示唆を得ることである。
　全国の４００床以上の病院に所属する新人看護師のプリセプター支援者を対象に、無記名自記式質問
紙を郵送し、前述の「プリセプター支援者に必要とされる能力・資質２４項目」について、①どの程度
求められているか、②どの程度実施できているか、について、４ポイントスケールで回答を求め、回
答をプリセプター支援者の職位ごとに分析した。
　２３０施設、３８６名のプリセプター支援者（師長は１６８名、副師長は１１１名、スタッフ看護師は１０７名）
から回答を得た。プリセプター支援者に最も高く求められていた能力は、〔患者中心の看護を心掛け、
日々向上しようと努力している〕であり、よく実施できていた。師長では〔プリセプターが支援を求
めているその時に支援することができる〕が、副師長では〔プリセプターが自ら問題を解決できるよ
う支援することができる〕が、スタッフ看護師では〔広い視野で問題の構造を把握し、対応すること
ができる〕が、特に、「求められている」と「実施できている」の差が大きい項目であった。
　以上より、新人看護師のプリセプター支援者の職位によって、求められている能力や資質にちがい
があり、特に、スタッフ看護師では、広い視野から問題の構造を見極める能力が、高く求められてい
るにもかかわらず、実施できていない実態が明らかになった。プリセプター支援者の背景を踏まえ
た育成・活用プログラム開発が必要であることが示唆された。
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Ⅰ．は　じ　め　に
　我が国では、８割に及ぶ病院がプリセプター
シップを導入し、新人看護師の育成を行っている
１）が、近年、プリセプターの負担が増大し、プリ
セプターシップが立ちゆかなくなっている現状が
指摘されている２）。プリセプターシップを有効に
機能させるためには、プリセプターを支援する体
制の確立が欠かせない。
　筆者らが実施した先行研究３）では、新人看護師
のプリセプターを支援する者（以下プリセプター
支援者とする）に必要とされる能力・資質２４項目
が明かになっている。
　本研究は、これらの能力が、実際のプリセプ
ター支援においてどの程度求められているか、ま
たそれがどの程度実施できているかについて全国
調査を行い、プリセプター支援者の背景（職位）
によるちがいを明かにすることで、日本国内の実
状に即したプリセプター支援者育成プログラムを
開発する上での示唆を得ることを目的とする。
Ⅱ．研 究 方 法
１．対　象
　全国の４００床以上の病院において新人看護師の
プリセプター支援を直接担当している看護師
２．調査方法
　無記名自記式質問紙郵送調査法にて実施した。
全国の４００床以上の病院すべての看護部長宛に、
予め研究協力依頼書を郵送して協力の諾否を尋ね、
承諾の得られた看護部長に自施設に所属する対象
者２名への質問紙の配布を依頼した。
３．調査期間
　平成２０年１１月～平成２１年１月
４．調査内容
　先行研究によって明らかになった「プリセプ
ター支援者に必要とされる能力・資質２４項目」【表
１】について、①これらの能力が実際のプリセプ
ター支援においてどの程度求められているか、②
それはどの程度実施できているか、について、調
査した。
　回答は、①これらの能力が実際のプリセプター
Abstract
  Our previous study revealed that there were 24 requirements for nurses who support 
preceptors of new nurses.  The purpose of this study was to clarify how these 24 
requirements were pursued and realized in actual clinical settings, focusing on the deference 
among nurses’ positions in hospitals.
  Subjects of this study were nurses who supported preceptors of new nurses in hospitals 
which had more than 400 beds in Japan.  They were asked to answer the questionnaire to 
examine how these 24 requirements were pursued and realized in actual clinical settings, and 
to send the questionnaires back by mail.  The answers were analyzed statisticaly and 
compared with the diference between the extent of pursuit and realization and with nurses’ 
positions in hospitals.
  386 nurses from 230 hospitals answered the questionnaires and send them back.  168 were 
head nurses, 111 were deputy head nurses and 107 were staf nurses.  The requirement 
which was pursued most strongly by nurses who supported preceptors was “to have the wil 
to do patient-centered care and to try to improve it.” This requirement was also realized 
wel in clinical settings.  As for head nurses, it was found that “to support preceptors just 
at times when they need help” was the requirement which proved to be hardest to realize. 
　As for deputy head nurses, “to help the preceptors to solve the problems by themselves” 
was the requirement which proved to be hardest to realize.  As for staf nurses, “to 
understand the background of the problems from a higher view and meet them” was the 
requirement which was easier to pursue than to realize.
  These results showed that requirements which were regarded as important by nurses who 
supported preceptors depended on their positions in hospitals. Particularly, staf nurses 
pursued the requirement “to understand the background of the problems from a higher view 
and meet them”, but they had dificulty to realize it in actual clinical settings. It was 
predicted that we needed to develop an educational program for nurses who support the 
preceptors based on their positions in hospitals.
Key Words：new nurses, preceptors, nurses who support preceptors, preceptor-ship
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項　　　　　　　　　　　目No.
新人教育に関心がある１
教育の原理を踏まえて研修の計画立案から評価まで行うことができる２
自身の知識不足や能力不足について正当に評価することができる３
自身の見方や経験を他と比較することができる４
患者中心の看護を心掛け、日々向上しようと努力している５
看護師としての自己のキャリアを開発し、その経験をモデルとして示すことができる６
プリセプターの問題解決能力を見極めることができる７
プリセプターの気持ちを理解することができる８
苦言を相手が納得できるように伝えることができる９
プリセプターのモチベーションを下げずに必要な支援を行うことができる１０
プリセプターが自ら問題を解決できるよう支援することができる１１
看護やケアの根拠を自らの言葉で語ることができる１２
自らの看護実践行動を見せて相手に学びとらせることができる１３
プリセプターが支援を求めているその時に支援することができる１４
プリセプターが研修等で身につけた知識を現場で活用できるよう支援することができる１５
相手が話しかけやすい雰囲気をつくることができる１６
プリセプターの悩みをうまく引き出すことができるような効果的な発問ができる１７
相手と同じレベルで振り回されず、一歩引いて冷静に対応することができる１８
広い視野で問題の構造を把握し、対応することができる１９
プリセプターとプリセプティーの関係が手遅れになる前に、周囲の人々を巻き込みながら、組織と
して関係を調整できる
２０
プリセプターを支援する場を組織の中でつくり上げることができる２１
医師に看護師の成長過程を伝え、理解してもらうことができる２２
新人をとりまく社会の状況をよく理解し、情報を共有することができる２３
自身の不在時に支援が滞らないように調整することができる２４
表１　プリセプター支援者に求められる能力・資質２４項目
支援においてどの程度求められているか、につい
ては、非常に求められている（４点）・やや求めら
れている（３点）・あまり求められていない（２点）・
全く求められていない（１点）、②それはどの程度
実施できているか、については、常に実施できて
いる（４点）・　まあまあ実施できている（３点）・
あまり実施できていない（２点）・全く実施できて
いない（１点）の４ポイントスケールで回答を求
めた。
５．分析方法
　回答を単純集計し、全体的な傾向を明らかにし
た後に、回答をプリセプター支援者の職位（師長・
副師長・スタッフ看護師）ごとに分けて集計し、
プリセプター支援者の背景によるちがいを分析し
た。
６．倫理的配慮
　研究依頼書で研究目的と方法、匿名性とプライ
バシーの厳守等を十分に説明した。対象者には、
調査票への回答をもって研究協力への同意とする
ことを説明した。なお本研究は、千葉大学看護学
部倫理審査委員会の承認を得て実施した。
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Ⅲ．研 究 結 果
　２３０施設、３８６名のプリセプター支援者から回答
を得た（回収率６１.１％）。２３０施設の設置主体は、６１
施設が地方公共団体（公立大学法人を含む）、５４施
設が国（独立行政法人・国立大学法人を含む）、３５
施設が医療法人、２５施設が学校法人、５５施設がそ
の他公益団体等であった。また、２３０施設の平均
実働病床数は５５８、平均看護師数は４１４、平均新人
看護師数は３８であった。回答の分析結果を以下に
示す。
１）プリセプター支援者全体の傾向について
　プリセプター支援者のうち、師長は１６８名
（４３.５％）、副師長は１１１名（２８.８％）、スタッフ看護
師（教育専任者を含む）は１０７名（２７.７％）であっ
た。看護職としての経験年数は、３年未満：４名
（１％）、３年以上５年未満：９名（２％）、５年以
上１０年未満：４６名（１１.９％）、１０年以上１５年未満：
７４名（１９.２％）、１５年以上２０年未満８３名（２１.５％）、
２０年以上：１７０名（４４％）であった。新人看護師の
プリセプターを支援した経験年数の平均は４.１７年
（SD４.４）であった。
　師長・副師長・スタッフ看護師に共通して、プ
リセプター支援者として最も高く求められると回
答した能力は〔患者中心の看護を心掛け、日々向
上しようと努力している〕であり平均３.７５点で
あった。第２位は〔相手が話しかけやすい雰囲気
をつくることができる〕で平均３.７４点、第３位は
〔プリセプターの気持ちを理解することができる〕
で平均３.７３点であった。また、２４項目すべてが、
平均２.９８点以上であった。
　また、師長・副師長・スタッフ看護師に共通し
て、プリセプター支援者として最もよく実施でき
ていた能力は〔相手が話しかけやすい雰囲気をつ
くることができる〕で平均３.２２点であり、第２位は
〔患者中心の看護を心掛け、日々向上しようと努
力している〕で平均３.１６点、第３位は〔新人教育
に関心がある〕で平均３.１４点であった。
　次に、「求められている」と「実施できている」の
平均得点の差を求め、その差が大きい項目順に並
べて見たところ、その第１位は〔プリセプターの
悩みをうまく引き出すことができるような効果的
な発問ができる〕、第２位は〔プリセプターのモチ
ベーションを下げずに必要な支援を行うことがで
きる〕、第３位は〔プリセプターが自ら問題を解決
できるよう支援することができる〕であった。「求
められている」と「実施できている」の平均得点
の差が大きい項目順に並べた結果を【図１】に示
した。
２）師長について
　師長が、プリセプター支援者として最も高く求
められると回答した能力は〔相手が話しかけやす
い雰囲気をつくることができる〕であり平均３.８点
であった。第２位は〔プリセプターの気持ちを理
解することができる〕で平均３.７７点、第３位は〔患
者中心の看護を心掛け、日々向上しようと努力し
ている〕で平均３.７６点であった。また、師長が、
プリセプター支援者として最もよく実施できてい
た能力は〔相手が話しかけやすい雰囲気をつくる
ことができる〕であり平均３.２４点であった。第２
位は〔新人教育に関心がある〕で平均３.１９点、第
３位は〔患者中心の看護を心掛け、日々向上しよ
うと努力している〕で平均３.１８点であった。
　次に、「求められている」と「実施できている」の
平均得点の差を求め、その差が大きい項目順に並
べて見たところ、その第１位は〔プリセプターの
悩みをうまく引き出すことができるような効果的
な発問ができる〕、第２位は〔プリセプターのモチ
ベーションを下げずに必要な支援を行うことがで
きる〕、第３位は〔プリセプターが支援を求めてい
るその時に支援することができる〕であった。
３）副師長について
　副師長が、プリセプター支援者として最も高く
求められると回答した能力は〔患者中心の看護を
心掛け、日々向上しようと努力している〕であり
平均３.８４点であった。第２位は〔プリセプターの
モチベーションを下げずに必要な支援を行うこと
ができる〕〔相手が話しかけやすい雰囲気をつくる
ことができる〕が同点で平均３.８点であった。また、
副師長が、プリセプター支援者として最もよく実
施できていた能力は〔相手が話しかけやすい雰囲
気をつくることができる〕で平均３.２５点であった。
第２位は〔患者中心の看護を心掛け、日々向上し
ようと努力している〕で平均３.１８点、第３位は〔新
人教育に関心がある〕で平均３.１５点であった。
　次に、「求められている」と「実施できている」の
平均得点の差を求め、その差が大きい項目順に並
べて見たところ、その第１位は〔プリセプターの
モチベーションを下げずに必要な支援を行うこと
ができる〕、第２位は〔プリセプターが自ら問題を
解決できるよう支援することができる〕、第３位
は〔プリセプターの悩みをうまく引き出すことが
できるような効果的な発問ができる〕であった。
４）スタッフ看護師について
　スタッフ看護師が、プリセプター支援者として
最も高く求められると回答した能力は〔患者中心
の看護を心掛け、日々向上しようと努力してい
千葉大学看護学部紀要　第３２号
－5－
千葉大学看護学部紀要　第３２号
－6－
る〕〔プリセプターの気持ちを理解することができ
る〕が同点で平均３.６３点であった。第３位は〔相
手が話しかけやすい雰囲気をつくることができ
る〕で平均３.５９点であった。また、スタッフ看護師
が、プリセプター支援者として最もよく実施でき
ていた能力は〔相手が話しかけやすい雰囲気をつ
くることができる〕であり平均３.１５点であった。
第２位は〔患者中心の看護を心掛け、日々向上し
ようと努力している〕で平均３.１１点、第３位は〔新
人教育に関心がある〕で平均３.０６点であった。
次に、「求められている」と「実施できている」の
平均得点の差を求め、その差が大きい項目順に並
べて見たところ、その第１位は〔プリセプターの
悩みをうまく引き出すことができるような効果的
な発問ができる〕、第２位は〔プリセプターが自ら
問題を解決できるよう支援することができる〕、
第３位は〔広い視野で問題の構造を把握し、対応
することができる〕であった。
５）プリセプター支援者の職位によるちがいについて
　職位ごとに、「求められている」と「実施できて
いる」の得点の差が大きい順に上位３項目を並べ
た結果を【表２】に示した。
　これらの項目を比較した結果、〔プリセプター
の悩みをうまく引き出すことができるような効果
的な発問ができる〕は、職位に関係なく「求めら
れている」と「実施できている」の得点の差が大
きかった（表２の網掛け部分）。〔プリセプターの
モチベーションを下げずに必要な支援を行うこと
ができる〕は、師長と副師長に共通して、「求めら
れている」と「実施できている」の得点の差が大
きかった。一方、〔プリセプターが自ら問題を解
決できるよう支援することができる〕は、副師長
とスタッフ看護師に共通して、「求められている」
と「実施できている」の得点の差が大きかった。
一方、師長では〔プリセプターが支援を求めてい
るその時に支援することができる〕が、スタッフ
看護師では〔広い視野で問題の構造を把握し、対
応することができる〕が、特に、「求められている」
と「実施できている」の差が大きい項目であった。
Ⅴ．考　　　察
　本研究の対象者の属性より、新人看護師のプリ
セプターを支援する役割をとっているのは、病棟
師長が最も多く、次いで副師長、スタッフ看護師
の順であることが明らかになった。このことより、
全国的に見て、プリセプター支援は、管理的立場
にある看護師、日々の患者ケアに責任をもつス
タッフ看護師など、多様な背景をもつ看護師が、
他の一義的業務と同時並行的に、その役割を担っ
ている実態が伺えた。そこで、このようなわが国
のプリセプター支援の実態を踏まえ、プリセプ
ター支援者を育成・活用するためのプログラムを
開発する上で、特に強化すべき教育内容や方法に
ついて、以下に考察する。
１）プリセプター支援者全体の傾向について
　本研究の結果、プリセプター支援者として最も
高く求められていたのは、〔患者中心の看護を心
掛け、日々向上しようと努力している〕という能
力であり、残りの項目すべてにおいても、「求めら
れている」得点の平均は２.９８点以上であった。し
たがって、これら２４項目は、全国的にみてもプリ
セプター支援者として必要度の高い能力・資質で
あると考えられる。
　また、本研究では、「求められている」と「実施
できている」の平均得点の差を求め、その差が大
きい項目順に並べて検討したが、「求められてい
る」と「実施できている」の平均得点の差が大き
いということは、高く求められているにもかかわ
らず、実施できていない状態を示すと考えられる。
したがって、上位に配置された〔プリセプターの
スタッフ看護師副師長師長
職位
順位
17．プリセプターの悩みをう
まく引き出すことができるよ
うな効果的な発問ができる
10．プリセプターのモチベー
ションを下げずに必要な支援
を行うことができる
17．プリセプターの悩みをう
まく引き出すことができるよ
うな効果的な発問ができる
第１位
11．プリセプターが自ら問題
を解決できるよう支援するこ
とができる
11．プリセプターが自ら問題
を解決できるよう支援するこ
とができる
10．プリセプターのモチベー
ションを下げずに必要な支援
を行うことができる
第２位
19．広い視野で問題の構造を
把握し、対応することができ
る
17．プリセプターの悩みをう
まく引き出すことができるよ
うな効果的な発問ができる
14．プリセプターが支援を求
めているその時に支援するこ
とができる
第３位
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悩みをうまく引き出すことができるような効果的
な発問ができる〕、〔プリセプターのモチベーショ
ンを下げずに必要な支援を行うことができる〕、
〔プリセプターが自ら問題を解決できるよう支援
することができる〕等の能力は、実践現場で高く
求められているにもかかわらず、実施できていな
い現状にあると考えられる。
　これらの項目は、効果的な発問やモチベーショ
ンを下げないための関わり方など、自分ではなく
相手が行動できるように支援する能力である。し
たがって、プリセプター支援者育成・活用プログ
ラムの開発にあたっては、これらの能力が確実に
修得できるような方略を組み込む必要があると考
えられる。
２）プリセプター支援者の背景（職位）によるち
がいについて
　各項目の得点をプリセプター支援者の背景（職
位）のちがいによって比較した結果、いくつかの
職位による特徴的な能力の差異が明らかになった。
まず、〔プリセプターのモチベーションを下げず
に必要な支援を行うことができる〕は、師長と副
師長に共通して、「求められている」と「実施でき
ている」の得点の差が大きい項目であった。師長
と副師長は共に、指示命令系統においてプリセプ
ターとは上下の位置関係にあり、経験年数の開き
も大きい。このような関係性の中で行われるプリ
セプター支援において、師長と副師長は、上意下
達ではない効果的なコミュニケーション方法を模
索しつつも、それがうまく見つからない状態にあ
ることが伺える。
　一方、〔プリセプターが自ら問題を解決できる
よう支援することができる〕は、副師長とスタッ
フ看護師に共通して、「求められている」と「実施
できている」の得点の差が大きい項目であった。
副師長とスタッフ看護師の共通点は、自らもまた
成長途上にある、ということである。つまり、彼
らにとって、問題解決能力もまた、修得途上にあ
ると考えられる。副師長やスタッフ看護師は、自
身も修得途上にある能力に関して、他人がそれを
実現できることができるように支援しなければな
らない、という矛盾に直面し、大変な困難を抱え
ているのではないだろうか。このことから、プリ
セプター支援者育成・活用プログラムの開発にあ
たっては、発展途上の者同士が共に学ぶ場を創出
できるような方略を組み込む必要性が示唆された。
　また、師長では、〔プリセプターが支援を求めて
いるその時に支援することができる〕という項目
が、高く求められているにもかかわらず、実施で
きていない現状にある、という特徴があった。こ
れに対して、スタッフ看護師は、〔広い視野で問題
の構造を把握し、対応することができる〕が、高
く求められているにもかかわらず、実施できてい
ない、という特徴があった。つまり、師長は、自
身が管理職であるがゆえに、プリセプターに対し
てタイムリーな支援ができないことに困難を抱え
ており、スタッフ看護師は、自身が管理職でない
がゆえに、組織全体を俯瞰するような広い視野か
ら問題の構造を見極めることに困難を抱えている
ことを示している。したがって、プリセプター支
援者育成・活用プログラムの開発にあたっては、
師長、スタッフといった職位のちがいを踏まえた
育成・活用プログラム開発が必要であることが示
唆された。
Ⅵ．おわりに
　本研究をまとめる途上に招集された第１７１回国
会において、保健師助産師看護師法及び看護師等
の人材確保の促進に関する法律の一部を改正する
法律が成立し、新人看護師の臨床研修等が努力義
務として規定され、平成２２年４月１日より施行さ
れることとなった。これを受け、厚生労働省新人
看護職員研修に関する検討会は、平成２１年１２月に
中間まとめを発表した４）。中間まとめが提示する
「新人看護職員研修ガイドライン」では、「教育担
当者に求められる能力」５）も明示されているが、
それらの能力を組織としてどのように育んでいく
のかについての言及はない。
　今後は、このような看護をとりまく社会の動向
も踏まえつつ、看護実践現場において活用可能な、
プリセプター支援者の育成・活用プログラムを開
発していきたい。
　本研究は、平成２０年度科学研究費補助金基盤研
究（C）「新人看護師教育におけるプリセプター支
援担当者教育プログラムの開発」（研究代表者：大
室律子，課題番号：２０５９２４８０）において実施した
研究の一部である。
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